
 

 

 

 

朝夕はまだ過ごしやすいですが、日中、
晴れ間から注ぐギラギラとした光には、夏
がすぐそこまで近付いてきていることを感
じます。個人的には、もう少しさわやかな
この季節を楽しみたいと思っているところ
ですが・・・。来週は、いよいよ 6月です。 

 

 
 
先日、西海市から移動図書館がやってき

ました。 
会場の玄関ロビー

は大盛況。目を輝か
せながら本を選ぶ雪
小っ子の姿があちら
こちらで見られまし
た。 
両脇に本を抱えて教室に戻る子供の表情

は、とてもうれしそうでした。 

 
 

 
雲一つない青空の中、今年も新体力テス

トに挑みました。例年行われるこのテスト
ですが、テスト項目は、次の 8つです。 

 
①上体起こし  ②長座体前屈 
③反復横跳び  ④50m走 
⑤立ち幅跳び  ⑥ソフトボール投げ 
⑦シャトルラン ⑧握力 

 
当日は 1年生から 6年生までの縦割り班

ごとに各項目に挑戦しました。この縦割り
班で回るというのも、本校ならではのよさ
であり、子どもたちはそれぞれに昨年との
記録の違いに伸びや悔しさを感じながらも、
高学年は低学年にお世話やアドバイスをし、
低学年は高学年の姿や記録に「すごい！」
と憧れを抱くなど、テストを通じて様々に
学びを得ることができている様子でした。 
さて、当日感じたことが一つあります。 

 

 
 
 
 
前述した 8 項目のうち、もっとも個人差

が大きかったのが、「ソフトボール投げ」で
した。 

学年を問わず、
体全体を使って投
げることができる
子供もいれば、投

げる手と足のバラ
ンスや体重移動が
うまくできていな

い様子も見受けられました。 
確かに「遠くに投げる」という動作は、

現代の日常生活においては、あまりないよ
うに感じます。生活環境や遊び方の違いも
あり、私の子供のころと比べても、そうし
た動作が行いにくくなっているように思い
ます。今後、学校では、体育や遊びを通し
て、雪小っ子にできるだけ多く「遠くに投
げる」経験をさせていきたいと思います。 

８項目の個人記録は後日お返しいたしま
す。ぜひ、親子で目を通され、話題にして
ください。 
 
 
 
 今年度も雪小っ子による俳句創作活動が
始まりました。雪小っ子には、この活動を
通して季節や自然を感じる心をより一層養
うとともに、それぞれの語い力や表現力を
高めてほしいと願っています。 

本通信の裏面
に全校児童の
「春の俳句」を
掲載しており
ます。また、バ
ス停近くの運
動場横フェン
スにも掲示し

たところ、早速多くの地域の方々が足を止
めてくださっています。  （文責 校長） 
※裏面に雪小っ子の「春の俳句」を掲載 
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